
４  教育相談の流れ 

 

 教育相談は、 主に三木特別支援学校特別支援教育コ ーディ ネータ ーと 、 教育センタ ーあ

んし ん教育コ ーディ ネータ ーが行っ ています。 県立のじ ぎく 特別支援学校特別支援教育コ

ーディ ネータ ーに依頼するこ と も でき ます。  

教育相談の申込みは、 学校園や本人・ 保護者等から 直接行います。 相談内容は原則と し

て公開するこ と はあり ませんが、 相談者の了解が得ら れる 場合は、 連携を 図るために関係

機関と 情報交換をするこ と も でき ます。  

教育相談は、 子ども のこ と を 本人・ 保護者や学校園、 関係機関が一緒に考えていく ため

の一つのき っ かけです。 教育相談を 機会にし て、 それぞれが連携し 合い、 子ども の困難さ

や苦手さ が少し でも 軽減でき、 日々の生活がより 楽し く なるこ と を願っ ています。  

 

三木市立三木特別支援学校 ☎８ ４ －０ ８ ３ ０  

県立のじ ぎく 特別支援学校 ☎０ ７ ８ －９ ９ ４ －０ １ ９ ６  

三木市立教育センタ ー   ☎８ ３ －２ ０ ２ ０  

 

 

 



教育相談の具体例 

【 就園や就学に関する相談】  

 5 月から ８ 月にかけて、 就園や就学に関する 相談があ

り ます。「 幼稚園等に入園さ せたいが、 他の子と 一緒にや

っ ていけるだろ う か。」「 小学校入学を 控えて、 通常の学

級がいいか、 特別支援学級（ 特別支援学校） がいいかを

考えたい。」 などが主な相談内容です。 はじ めに、 お子さ

んの様子や本人・ 保護者の願いを 聞かせても ら います。

そし て、 必ず学校園に見学に行っ ていただき ます。 園や

学校での子ども たちの様子を 見ていただく こ と によっ て、

自分自身やご自身のお子さ んがどんな生活をするのか、

イ メ ージが持ちやすく なり ます。 一回の見学でイ メ ージが持ちにく い場合は、 ２ 回、 ３ 回

と 見ていただく よう にし ています。 並行し て相談を 行いながら 、 最後には本人・ 保護者が

納得のでき る結論を 得ても ら う よう にし ています。 本人も 保護者も 安心し て入園・ 入学を

迎え、 楽し く 通園・ 通学を し てく れるこ と を 願っ ています。  

  

【 行動や学習についての相談】  

 保護者から 、「 なんと なく 落ち 着き がないよう に思う 。」 や「 忘れ物が多く て、 本人も 困

っ ている。」 等の相談があり ます。 また、 園や小中学校から は、「 学習上で支援が必要だと

判断し 行っ ているが、 支援の方法は適切なのか。」 等の相談があり ます。 こ のよう な相談の

場合は、でき る限り 学校園での子ども の様子を 見さ せても ら う よう にし ています。そし て、

困っ ているこ と について、 その背後にはどのよう な原因や理由が考えら れるのか。 どのよ

う な支援を するこ と が望まし いのかを相談者と と も に考えます。 １ 回の相談ではなかなか

方向性が見つけら れない場合があり ます。 そのよう な場合は、 ある程度期間を開けて再度

相談や観察を 繰り 返し ます。 保護者や学級担任等が子ども の状態を正確に理解し 、 より 適

切な支援につながるこ と を 願っ ています。  

 

【 ケース会議への参加】  

 学校園においては必要に応じ て、 支援が必要な子ども

たち への支援の仕方について、 関係者が集まっ て意見交

換を する 「 ケース会議」 を 行っ ています。 学校園では一

人の子ども について、 複数の職員が支援を 行います。 職

員相互の共通理解を 図るためにケース会議は有効な方法

です。 そのケース会議に関係者の立場で参加し 、 意見交

換を 行います。 ケース会議のなかで、 保護者と の相談の

必要性が確認さ れた場合は、 学校園と 協力し て保護者の

教育相談につなげています。  


